
目

次

告

示

○
平
成
二
十
九
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
二
号
）
の

要
領
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
財

政

課
）
…
一

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
健
康
福
祉

政

策

課
）
…
三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
介
護
機
関
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
林

政

課
）
…
三

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

出
先
機
関

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
三
八
地
域

県

民

局
）
…
五

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
qqq（
事

務

局
）
…
五

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
六

告

示

青
森
県
告
示
第
百
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
平

成
三
十
年
二
月
八
日
専
決
処
分
し
た
平
成
二
十
九
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
二

号
）
の
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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四
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四
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平
成
三
十
年

二
月
十
九
日

（
月
曜
日
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平成29年度青森県一般会計補正予算（専決第２号）

平成29年度青森県一般会計補正予算（専決第２号）は、次に定めるところによる。
（歳入歳出予算の補正）
第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ507,000千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
726,428,497千円とする。
２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入
歳出予算補正」による。

第１表 歳入歳出予算補正

歳 入

款 項 補正前の額
千円

補 正 額
千円

計
千円

５ 地 方 交 付 税 219,186,035 169,000 219,355,035
１ 地 方 交 付 税 219,186,035 169,000 219,355,035

９ 国 庫 支 出 金 105,322,188 338,000 105,660,188
２ 国 庫 補 助 金 63,164,132 338,000 63,502,132

歳 入 合 計 725,921,497 507,000 726,428,497

歳 出

款 項 補正前の額
千円

補 正 額
千円

計
千円

８ 土 木 費 72,492,445 507,000 72,999,445
２ 道 路 橋 梁 費 34,938,058 507,000 35,445,058

歳 出 合 計 725,921,497 507,000 726,428,497



青
森
県
告
示
第
百
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指

定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
百
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助

の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
百
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
予
防
支
援
計
画
の
作
成
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し

た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
百
九
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
例
に
よ

る
生
活
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
百
十
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
、
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通

（ ）3 青 森 県 報 第4414号平成30年２月19日 月曜日

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

大
手
門
歯
科

弘
前
市
大
字
元
大
工
町
五
〇
の
五

平
成
二九･一一･
三

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

大
手
門
歯
科

弘
前
市
大
字
元
大
工
町
五
〇
の
五

平
成
二九･一一･
四

介
護
予
防
支
援
事
業
者

介
護
予
防
支
援
事
業
所

指

定

年
月
日

名

称

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

名

称

所

在

地

蓬
田
村

東
津
軽
郡
蓬
田
村

大
字
蓬
田
字
汐
越

一
の
三

蓬
田
村
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

東
津
軽
郡
蓬
田
村

大
字
郷
沢
字
浜
田

三
九
七

平
成
二九･一一･
一

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

大
手
門
歯
科

弘
前
市
大
字
元
大
工
町
五
〇
の
五

平
成
二九･一一･
三



知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
戸
郡
南
部
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
青
森
県
農
林

水
産
部
林
政
課
及
び
南
部
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

青
森
県
告
示
第
百
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
岩
崎
字
房
崎
六
六
の
一
、
六
六
の
三
、
字
赤
坂
五
二
の
一
、
五
二
の
七

か
ら
五
二
の
一
二
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
青
森
県
農
林
水
産
部
林
政
課
及
び
深
浦
町

役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

青
森
県
告
示
第
百
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

西
津
軽
郡
鰺
ケ
沢
町
大
字
中
村
町
字
下
清
水
崎
一
〇
、
八
六
の
一
、
八
六
の
四
、
八
七
の
三
、

八
七
の
六
、
八
七
の
九
、
八
八
の
一
、
八
八
の
二
、
八
八
の
一
一
、
八
八
の
二
〇
、
九
〇
の
一
、

一
〇
四
の
一
、
一
〇
四
の
一
一
、
一
八
三
の
一
、
一
八
三
の
二
、
一
八
六
、
一
八
七
、
一
九
〇
の

一
、
一
九
七
の
二
、
二
〇
二
の
一
、
二
〇
二
の
二
、
二
〇
四
、
二
二
〇
の
二
、
二
二
〇
の
四
、
二

二
〇
の
六
、
二
二
〇
の
二
七
、
二
二
〇
の
二
八
、
二
二
〇
の
三
五
、
二
二
〇
の
五
七
、
二
二
〇
の

六
三
、
二
二
〇
の
六
七
、
二
二
〇
の
九
七
、
二
二
〇
の
一
〇
二
、
二
二
〇
の
一
〇
三
、
二
二
〇
の

一
四
五
、
二
二
〇
の
一
四
八
、
二
二
〇
の
一
六
五
か
ら
二
二
〇
の
一
六
七
ま
で
、
二
二
〇
の
一
七

一
か
ら
二
二
〇
の
一
七
四
ま
で
、
二
二
〇
の
一
七
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

（ ）4青 森 県 報 第4414号平成30年２月19日 月曜日



土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
青
森
県
農
林
水
産
部
林
政
課
及
び
鰺
ケ
沢

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

出

先

機

関

土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
中

市
筒
口
土
地
改
良
区
か
ら
、
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の

規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

三
八
地
域
県
民
局
長

津

島

正

春

選
挙
管
理
委
員
会

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
政
治
団
体
か
ら
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

政
党
の
支
部
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役
員
の

区

別

氏

名

住

所

退
任
の
年
月
日

理

事

中
川
原
一
義

三
戸
郡
五
戸
町
字
神
明
後
四
五

平
成
二九･一二･一九

〃

小
渡

文
雄

〃

〃

大
字
倉
石
中
市
字
小
渡
二
八

二九･一二･二一

政
治
団
体
の
名
称

（
代
表
者
氏
名
）

異
動
事
項

新

旧

異

動

年
月
日

自
由
民
主
党
青
森
県

土
地
改
良
事
業
団
体

支
部
（
野
上

憲
幸
）

会
計
責
任
者

岡
本

英
敬

三
浦

則
昭

平
成
二九･
四･
一

民
進
党
青
森
県
第
１

区
総
支
部

（
奈
良

祥
孝
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

青
森
市
岡
造
道
三

丁
目
四
の
三
三

青
森
市
大
字
浜
田

字
玉
川
一
八
七
の

四

三〇･
一･一六

代

表

者

奈
良

祥
孝

升
田

世
喜
男

会
計
責
任
者

升
田

啓
子

櫻
庭

義
明

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

民
進
党
青
森
県
第
２

総
支
部

（
田
中

満
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

八
戸
市
城
下
三
丁

目
一
の
四
三

八
戸
市
城
下
四
丁

目
一
四
の
二
〇

三〇･
一･一六

代

表

者

田
中

満

工
藤

武
司

会
計
責
任
者

冷
水

保

太
田

將
壽

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体



政
党
以
外
の
政
治
団
体

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
政
治
団
体
か
ら
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

柿

崎

光

顯

政
党
以
外
の
政
治
団
体
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(発
行
所
・
発
行
人
）

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(印
刷
所
・
販
売
人
）

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
四
十
四
銭

民
進
党
青
森
県
第
３

総
支
部

（
田
名
部

定
男
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

弘
前
市
大
字
城
東

中
央
一
丁
目
四
の

二

弘
前
市
大
字
萱
町

三
九
の
一

三〇･
一･一六

代

表

者

田
名
部

定
男

山
内

崇

会
計
責
任
者

工
藤

武
美

佐
藤

孝
治

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

自
由
民
主
党
車
力
支

部（
成
田

博
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

つ
が
る
市
富
萢
町

藪
分
一
五

つ
が
る
市
富
萢
町

糸
柳
七
の
二

三〇･
一･一三

代

表

者

成
田

博

松
橋

孝
徳

会
計
責
任
者

江
良

初
美

工
藤

大

政
治
団
体
の
名
称

（
代
表
者
氏
名
）

異
動
事
項

新

旧

異

動

年
月
日

青
森
県
産
業
廃
棄
物

協
会
青
森
県
地
区
政

治
連
盟

（
天
内

修
）

会
計
責
任
者

山
田

光
雄

石
塚

伸
一

平
成
二九･
六･
一

秋
村
光
男
後
援
会

（
須
藤

敬
人
）

代

表

者

須
藤

敬
人

扇
田

壽
夫

三〇･
一･
三

進
藤
か
ね
ひ
こ
青
森

県
後
援
会

（
野
上

憲
幸
）

会
計
責
任
者

岡
本

英
敬

三
浦

則
昭

二九･
四･
一

三
村
申
吾
大
畑
町
後

援
会
（
千
賀

武
由
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

む
つ
市
大
畑
町
上

野
九
三
の
四

む
つ
市
大
畑
町
本

門
寺
前
三

三〇･
一･一〇

代

表

者

千
賀

武
由

村
林

正
史

会
計
責
任
者

村
林

正
史

泉
澤

立
人

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
氏
名

解
散
年
月
日

加
藤
祐
後
援
会

石
沢

孝
市

平
成
二九･一一･二八

一
戸
隆
男
後
援
会

伊
東

清
隆

二九･一二･
四

山
田
と
し
お
青
森
県
後
援
会

鳴
海

清
彦

二九･一二･三一

目
時
む
つ
お
後
援
会

山
本

信
悦

二九･一二･三一


